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■ 基調講演 

「北方圏の環境と文明」 

国際日本文化研究センター教授 

安田 喜憲 

 

はじめに：“年縞”の研究と日本 

 

今日は“年縞”の研究のお話をさせて

頂きます。 

日本の秋田県の目潟や福井県の水月湖

などの湖底を、近接した場所で深度を変

えてボーリングし、引き上げたパイプを

二つに割ると、綺麗な縞模様が見つかり

ます。その際、堆積物の欠落がないかを

C-14年代という方法でチェックした上、

年代を測定します。このボーリングには 

1 回7000万円ぐらいかかるので、大変お

金がかかる作業です。 

この綺麗な縞模様を“年縞”といいま

す。この年縞を X 線で見ますと、白い層

と黒い層がセットになっています。白い

層は春先に珪藻という藻が堆積したもの

であり、黒い層は、秋から冬にかけて粘

土鉱物が堆積したものです。白い層と黒

い層がセットになり、年輪と同じ物を形

成します。白い層は春材、黒い層は秋材

と同じものと言ってよいと思います。年

縞により、地球も自らの歴史を記録して

いるのです。この年縞は DNA と同じよ

うにバーコード状をしていますので、私

は「地球の DNA」と名付けました。これ

を1993年に初めて福井県の水月湖で見つ

けました。 

今までの年代決定は、±50年とか±70

年とか±35年という統計上の誤差が付き

ます。どうしても30年とか50年、ひどい

所ですと100年というような統計上の誤

差が付いてしまいます。そうしますと、

100年前と言っても、「100年±50年」とは、

150年前かもしれないし、50年前かもしれ

ない。そういう大きな誤差の範囲になり

ます。ですから、「1000年前」と言えば、

「本当に1000年前なのか？」と確認する事

がまず必要です。 

これに対し、この年縞は 1 年に 1 本ず

つ形成されますから、1000本目は限りな

く1000年前に近く、1 万本目は限りなく 1 

万年前に近い。そこに含まれているもの

を電子顕微鏡で見て分析すれば、理論的

には季節単位で過去の気候変動とか環境

の変化を復元出来るのです。 

このような年縞が湖底に残っている点

で、日本は世界で最も優れています。日

本の湖は継続的に地殻変動で沈降してお

り、埋まらないのです。しかも火山性の

湖盆が多く、すり鉢のような格好をして

いて、波が立たない。バクテリアが発生

するとこの縞々を壊してしまうものです

から、無酸素状態になるためにはすり鉢

のような湖だと非常に良いのです。日本

は世界の中で最も年縞を形成する上で恵

まれた所です。しかも、ラグーンという

潟湖があり、そこの年縞を分析すると過去

の海面の変動なども年単位で分かります。 

年縞は他の国にもあります。ドイツに
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も、マールと言って火口湖がありますが、

陸上にしかないのです。ところが日本の

場合は潟湖があります。青森県の小川原

湖もボーリングしましたが、海と繋がっ

ていますから、海面の変動がこの中に記

録されているのです。 

あるいは、今僕はエジプトから帰って

来ましたが、エジプトには、カルーン湖

という、ナイル川と繋がっている湖があ

ります。ナイル川に洪水が起こる時には

上流からこの湖に有機物に富んだ黒い層

が運ばれ、洪水が終るとその湖の中で珪

藻が繁茂して白い層が出来ます。同じよ

うに白黒のセットで、ずっと 1 万年以降

連続しています。ナイル川の水位の変動

がキチンとそこに記録されている訳です。

だから、この我々の分析が終ると、エジ

プト文明がどうして滅んだかを一年単位

の気候変動との関係で分かるようになる

のです。ところが、年縞のあるところは

世界で非常に限られているのです。 

これに対し、日本では幾つかの湖でそ

ういう年縞が非常によく残っている。そ

こで、私は、「これを研究すれば世界のト

ップになれる！」と考えました。 

その後、紆余曲折を経て苦労して研究

費を獲得して、目潟のボーリングをする

ことが出来たのです。 

 

年縞の分析によってわかってきた事 

 

この年縞の中には、花粉の化石や珪藻

といった肉眼では見えない物が含まれて

います。これを分析する事によって、過

去の気候変動や森林の変遷を年単位で復

元出来ます。年縞を一本一本数えて行け

ば、±50年とか±100年というような誤差

無しにこの堆積物の正確な年代を特定出

来るのです。それで目潟の上の方の年縞

の花粉分析の結果によりますと、秋田県

の目潟では西暦1150年頃に非常に大きな

森林の破壊がありました。それまでは、

スギとかブナの森があったのですが、西

暦の1150年に突然破壊されて、スギやブ

ナの花粉は減り、代わってマツの花粉と

イネの花粉が急激に増えて来るのです。

だから、西暦1150年に秋田県の目潟周辺

では稲作農業が始まり、周辺のブナや杉

の森が大規模に破壊されたという事が分

かって来た訳です。西暦の1150年という

所まで決定出来るのです。 

そして、更にそれに基づいて過去の気

候を復元しました。そうすると、西暦500

年を中心にして、古墳寒冷期という非常

に気候が寒冷な時代があった事が分かり

ました。それから、西暦の980年から西暦

の1150年の間、中世温暖期と言って今よ

りも温暖な時代があるという事が分かり

ました。それから、西暦の1650年から1700

年までの近くに、小氷期という寒冷な時

代がある事が、ハッキリと分かってきた

訳です。古墳寒冷期、中世温暖期、小氷

期が明白に日本列島にもある事が分かり

ました。ヨーロッパの、フィンランドで

も似たような年縞がありました。世界で

今この年縞の研究をリードしているのは、

ドイツのポツダム研究所と、フィンラン

ドのトルク大学、そして日本では我々の

研究所の 3 カ所だけです。そのフィンラ

ンドのティモ博士がやはり年縞を使って、

西暦の980年から1150年という時代が、中

世温暖期という温暖な時代の極期であっ
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たという事を明らかにしています。その

後、中世温暖期が終わった後、先ほど申

しました1670年から1780年、この間に非

常に寒冷な時代、小氷期があるという事

が分かって来た訳です。 

 

アイヌの人々の祖先はすでに 5 世紀に北海道

に来ていた 

 

過去に中世温暖期とか小氷期という気

候変動があって、これが北方の人びとの

暮らしにどんな影響を与えたのでしょう

か？例えば、アイヌの人々について、ア

イヌ文化は、西暦13世紀に突然出現する

のです。従来の北海道の考古学の時代区

分では「旧石器時代から縄文時代、続縄

文時代、擦文時代、アイヌ文化」となっ

ているのですけれども、13世紀からアイ

ヌ文化がある、というのが北海道の定説

なんですね。アイヌ文化が13世紀に突然

出現したという事は、当然どこかからや

って来たという事になる訳ですが、13世

紀にアイヌの人々がやって来たという証

拠はどこにもないのです。13世紀からア

イヌ文化という言う以上は、それまでは

別の人が住んでいたと考えることになり

ますが、それはやっぱりおかしい。アイ

ヌが、縄文時代以来の文明の伝統を引き

ずっている人々であるとすれば、それに

替わるような新しい時代区分が必要じゃ

ないか。そこで、北海道大学の小野有五

先生は「縄文もアイヌとすれば、縄文ア

イヌ、続縄文アイヌ、擦文アイヌ、中世

アイヌと言うべきだ」と言っています。 

私共は本当にアイヌがやって来た時

代、アイヌの人々がどこから来たかにつ

いて、色々研究してきました。最近、篠

田さんという人が DNA を研究して、実

は、アイヌがやって来た可能性が高いの

は、紀元 5 世紀、西暦 5 世紀であり、こ

の古墳寒冷期に DNA に多少変化がある

ということがわかりました。縄文からず

っと DNA を分析すると、縄文の DNA が

アイヌに一部受け継がれているけれど

も、西暦の 5 世紀に発展したオホーツク

文化の時代、気候が寒冷化した時に、ア

イヌの人々の祖先になる人々が日本列島

にやって来た可能性があると言い出して

おります。中世温暖期と言われる温暖化

の時代に、目潟のある秋田県などでは大

規模な森林破壊が行われて、東北地方に

大和民族がやって来て大開拓が行われた

のですが、その時代に北海道では擦文文

化が発展するのです。これがアイヌの文

化が最も発展した時代であって、そして

1650年前後から1670年という時代に小氷

期という気候悪化が起こり、それを契機

として、アイヌの人々が急激に衰退をし

ていきました。 

今までの考古学の編年では、アイヌの

人々が土器を放棄する。これが「交易の

賜物だ」――鉄の鍋など取り入れて土器

が要らなくなった。だから、そこからが

アイヌ文化だという説が、今の日本の考

古学者の定説です。1380年から1420年の

間に一時的な寒冷期があり、この寒冷期

に北方からアイヌの祖先になるような人

が来たとされています。 

しかし、今のところ DNA ではそこに

大きな異民族の移動があったという事は

認められません。異民族の移動があった

のは、この古墳寒冷期と呼ばれる西暦の
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500年。この時代に北方からたくさんの

人々がやってきて、そしてアイヌの人々

の DNA に繋がるような血を残した。そ

うすると、その後に繁栄した擦文文化はア

イヌの文化になる訳です。これまでは、小

氷期に入り、気候が寒冷化してアイヌの

人々の生活が苦しくなり、マイナーな状態

になってからをアイヌ文化だと呼んでい

たというのが私の今日の提言なのです。 

つまり、古墳寒冷期、5 世紀の寒冷期

の時に民族移動が起こり、北方から大量

の人々、アイヌの先祖になるような人々

がやって来た。勿論、元々縄文の人々も

ここに住んでいた訳です。その縄文の人

とアイヌ・北方の人々が混血して、今の

アイヌのような人が出来た。それから中

世温暖期になると、北海道も温暖になり、

南の方から人々が北上して来ます。そし

て、アイヌの人々が文化的な大発展を遂

げた。それがあの擦文文化である。とこ

ろが、小氷期になって再び気候が寒冷化

すると、アイヌの人々の暮らしが弱体化

をしていった。こういうシナリオを描く

必要があるんじゃないか。 

だから、縄文アイヌがあったと言える

かどうか、今 DNA では結論付けられま

せんけれども、少なくともオホーツク文

化以降はアイヌ文化が北海道にあったと

言わざるを得ないのです。アイヌ文化が

13世紀に突然出現したと考える事は、極

めて大きな疑問があると私は考えており

ます。 

 

北海道に里山はない 

 

それで後から黒田先生がお話しになる

「北海道に里山があるかどうか」ですが、

秋田県の目潟では中世温暖期の西暦1150

年に大規模な森林破壊がありまして、ブ

ナやナラが無くなっていった後に、アカ

マツの二次林が拡大しています。これが

里山の森を形成します。ところが、ポロ

ト湖の場合は、西暦1900年を境にして大

規模な森林破壊が起こるのですけれど

も、同じアカマツの仲間の、里山を構成

するような二次林の樹種は増えていませ

ん。元々あった原生林が減り、森林の面

積が減って行くだけで、里山は北海道に

は今のところ形成された証拠は無いので

す。1900年以降、明治以降に、こういう

ふうにして大規模な森林の破壊が北海道

では引き起こされていきます。 

 

倭人とアイヌの違いは和人と漢民族の違

いよりはるかに小さい 

 

温暖期というのは、北海道が東京や南

からやって来た人々にやられる時代であ

ります。最近判った事は、倭人の侵略は

明治になって引き起こされ、大規模な森

林破壊が起こったということです。倭人

がやって来て、アイヌの人々を駆逐して

いく訳ですが、今までは倭人とアイヌは

別人種だと我々は思っていた。ミトコン

ドリア DNA の中の M8a というハブロタ

イプを篠田氏が分析すると、アイヌの

人々は M8a という DNA を全く持ってい

ないのです。本土日本人は、約1.2％持っ

ていますが、1.2％の差です。ところが、

中国大陸に住んでいる漢民族の人々は、

新疆のウイグル自治区では4.3％、あるい

は遼寧省では7.8％、これぐらいたくさん
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持っている訳です。つまり我々は、アイ

ヌの人々と倭人は、見かけ上違うし、ラ

イフスタイルも違うから、別人種だと思

っていたのですけれども、DNA を分析す

ると、我々とアイヌの人々の差はたった

1.2％。それよりももっと大きいのは、ア

イヌと漢民族、倭人と漢民族との差なん

です。7.8％と 0 ％。これほどの大きな差

がある訳です。 

 

グローバル化と市場原理主義が北海道を

侵略する 

 

グローバル化と市場原理主義、そして

地球温暖化の中で、北海道では何が引き

起こされるのでしょうか。それはこのグ

ローバル化の中で、この漢民族の人々が

北海道にやって来るという事です。現に

来ていますよね。昨日僕は吃驚しました。

「ユウユウ」というバスが悠々と通ってい

ましたから。「ユウユウ」というのは、こ

れは確実に中国語です。しかも 3 年前に

見た時の「ユウユウバス」はボロボロの

バスだったけれども、今は物凄く立派な

バスでした。そして千歳の郊外のマンシ

ョンを中国の人が買っています。マンシ

ョンを買って、日本人の中に埋没してい

ってくれるのは大歓迎です。しかし、千

歳の郊外に、中国の富裕者層を相手に別

荘を造った。今の日本の法では、何も悪

い事をしている訳ではないのです。でも

その別荘は、中国の金持ちがたまに来る

だけで、日本人社会には溶け込まないの

です。その別荘は、17戸造って完売した

からあと300戸増やしたい。300戸の中国

人の村が出来る。しかもそれは、現地と

交流しない。市場原理主義とはそういう

ものなのです。お金さえ出せば、何でも

出来る。日本列島は、アジアの中で外国

人が自由に土地を買える唯一の所です。

しかも、日本の法律では、土地を持った

人間が最も強い権利を持っています。成

田空港がそうだったでしょう？三里塚闘

争。小さな土地を持っている。それがあ

るために、空港が出来なかったのです。

それは日本の法律のせいです。だから、

外国の人から見たら日本は天国なので

す。とりわけ北海道は、天国です。広い

土地が安い。かつてアイヌは倭人がやっ

て来て追われて行って、そしていまや絶

滅の寸前にある。しかし、その次は誰か？

それは北海道に住んでいる皆さんです。

皆さんが、アイヌと同じ立場に置かれる

という事です。アイヌの天才的女性知里

幸恵さんが、『アイヌ神謡集』にこういう

有名な言葉を書いています。素晴らしい

人です。 

「その昔、この広い北海道は私達の祖先

の自由の大地でありました。天真爛漫

な稚児のように美しい自然に抱擁され

て、のんびりと楽しく生活していた彼

らは、真に自然の寵児。何という幸福

な人達であったでしょう。永久に囀る

小鳥と共に歌い暮らし、花咲く春は軟

らかな陽の光を浴びて、蕗をとり蓬を

摘み、紅葉の秋は野分に稲揃うすすき

をわけて、宵まで鮭とる篝も消え、谷

間に友呼ぶ鹿の音を外に、円かな月に

夢を結び、嗚呼なんという楽しい生活

でしょう。」 

これは倭人に追われたアイヌの人々が

自分達の生活を思い出して書いた歌で
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す。21世紀の北海道の皆さんには、私は

以下のメッセージを送りたい。 

「その昔、この広い北海道は私達日本人

の自由の大地でありました。天真爛漫

な稚児のように、美しい自然に抱擁さ

れて、のんびりと楽しく生活していた

北海道人は、真に自然の寵児。何とい

う幸福な人達であったでしょう。永久

に囀る小鳥と共に歌い暮らし、花咲く

春は山菜を摘み、紅葉の秋にはドライ

ブに出かけ、宵まで北海道の食材に舌

鼓を打ち、温泉に浸かりながら日本語

で団欒し、円かな月に夢を結ぶ。嗚呼、

何という楽しい生活だったでしょう。

でもそれがもう出来ないのです。グロ

ーバル化と市場原理主義の浸透の中

で、北海道の美しい大地は中国人や韓

国人のものとなってしまったのです。」 

これが皆さんの未来に待っている生活

かもしれません。暗い話で申し訳ありま

せん。どうも有り難うございます。 

 


